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近藤ヒデノリ
UNIVERSITY OF CREATIVITY（UoC)
サステナビリティフィールドディレクター
リジェネラティブプロデューサー、・ART FARM IKEJIRI 共同創設者

1994年博報堂入社後、CMプランナーを経てNYU/ICP修士課程で写真と現代美術を学び、9.11を機に復職。クリエイティ
ブ・ディレクターとして企業、自治体、地域のブランディング、商品・メディア開発に携わり、2020年から創造性の研究
機関、UNIVERSITY of CREATIVITYのディレクターに就任。近年は「リジェネラティブ・クリエイティビティー」を軸に
持続可能な社会・文化を再生する創造性の研究・社会実装を行っている。監修・共著に『Urban Farming Life』 『都会か
らはじまる新しい生き方のデザイン』 『INNOVATION DESIGN』等。地域共生の家KYODO HOUSE主宰。グッドデザイン
賞審査員（仕組み・活動部門・システムデザイン部門・地域社会デザイン）をはじめ審査員・講演・メディア出演多数。

2011年7月号「広告」表紙

企業・自治体・地域のブランディング、商品開発・出版・メディア開発を経て、UoC創設に参加。

「リジェネラティブ・クリエイティビティ」を掲げて、持続可能な社会を生む創造性の研究・教育・社会実装を行う

CO-CREATION/RESEARCH LOCAL PROJECTS/PLATFORM TVCM/BRANDINGPUBLICATION

http://www.kohkoku.jp/latest/1107.html


2020年赤坂に開校した、
博報堂による越領域の創造性の

教育・研究・社会実装を行う研究機関。



すべてのニンゲンは、
生まれながらにして創造的である。

UoC Philosophy



ゼミの募集開始中

Creativity 

はみだす 
 

間違える  
見方を変える  

手触り  

ワク ワク さ せる  

創造性 

楽し く する  自然の原理原則 

プラ ネタ リ ーバウンダリ ー 

Sustainability 

正し さ  

持続可能性 

面白く する  

生き る歓び 

循環性 多様性 

共感性 
 

粋 効率性より  

美意識を。  



人、地域、都市、環境を「再生」する
都市のリジェネラティブ（再生型）なライフスタイルの普及をめざす

オープンプラットフォーム発足。



アーバンファーミング6つの役割
『Urban Farming Life』より

書籍『Urban Farming Life 』出版



東京ビエンナーレ2023「TOKYO ART FARM」開催



Long Table：山本稜（Spicy Architects）、東京理科大学理工学部建築学科 西田司研究室、大野航輔（リトル・ツリー）

諏訪綾子（food creation）
タリスマンを受け取るリチュアルTOKYO ART FARM

アートを通じて「東京の食と農の未来」
を五感で感じ、育てる40日間の祭典



2025年、池尻中学校跡地「HOME/WORK VILLAGE」屋上に、コミュニティファームをOPEN！





共に創ることで学ぶ、開かれたコモンズ



東京⇔千葉鴨川
「二拠点暮らし」

都市と里・海・山の循環・再生を目指して



こうした活動の元になっていた
「リジェネラティブ（再生）」という考え方を、
より広く、ビジネス、まちづくりにも活かせる

方法論として拡張できないか？





「生まれる」をつくる創造性
REGENERATIVE CREATIVITY

AI・気候危機時代に「一石N鳥」を生む６つの原則・３つの美意識



「クリエイティビティ」って？



創造の「前提」の２つの大変化

①生成AIの急速な発展
AIが高速でつくる時代に、人間はこれから何をつくるのか？

②気候危機（人新世）
無闇に「つくりすぎた社会」に、人は何を、どうつくるべきなのか？

「私たちは、これから何を、どうつくるべきなのか？」
人間の創造性が問い直されている



「天才神話」？



I→WE
「複雑な問題」が多いからこそ、一人や一社では解決できない。

人間だけでなく、すべての生き物を含めて、
「私」から、「私たち」による「私たちのための」共創へ。



3.5
3.5％の人々が非暴力的な方法で本気で立ち上がると社会が大きく変わる

（ハーヴァード大学政治学者エリカ・チェノウェスらの研究）

％



「生まれる」をつくる創造性
REGENERATIVE CREATIVITY

従来の人間中心で「つくって終わり」ではなく、
自然の生成力・創造性・テクノロジーを生かして

人、地域、社会、文化、環境を再生し、
「一石N鳥」を生み続ける生命論的創造性。



•Regenerative：
人が自然の一部として全体システムの共進化に

•参加し、プラスを生み出す
•Restorative：
人が自然のサブシステムの進化を補助する

•Sustainable：
マイナスを０にする現状維持の活動
•Green：

従来型実践よりは相対的に改善した状態
（一般的にはここから“エコ”だと言われ始める）
•Conventional Practice：

“違法一歩手前”の従来型実践

リジェネラティブとは？

「regenerate」の語源は、「re-（再び）」と「generate（生む）」に由来し、「再生、再生成」の意。
現状維持を意味する「サステナブル」の先にある、人が全体システムの共進化に参加し、プラス（ネットポ
ジティブ）を生み出す概念。
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リジェネラティブ
クリエイティビティ 
Regenerative Creativity

2025年ー

マーケット中心

理性中心 理性＋感性

生態系の維持
（マイナス→ゼロ）

ビジネスにおける思考の歴史

創造性と自然と技術の生成力による再生
（ネットプラス）

経済成長 持続可能性

人間中心・機械論的世界観 生命論的世界観

脱炭素・生物多様性・循環経済・社会的包摂
（一石N鳥）

マルチスピーシーズ（人・環境・AI）人間＋環境



Regenerative
Creativity

Art Thinking

Design Thinking

Regenerative Agriculture

Permaculture Design

Regenerative Ocean

Sustaiable Design

生物多様性

社会包摂

Social Permaculture

循環経済

Diversity & Inclusion

Ethical

Ecology

Logical Thinking

従来の再生型農業・漁業など、
一次産業や地方を中心とした概念か
ら、都市における生物多様性、脱炭
素、循環経済、社会包摂、文化再生、
ウェルビーイングまで含む概念として
広がっている。

脱炭素SDGs

↓social/Business/Cultural

↑ Agriculture, Nature

Biophilic Design

System Design

リジェネラティブ概念の広がり

文化再生

Social Design
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「人間中心/機械論的」
創造性

「生命論的」
創造性

Nature Positive

Circular Economy

Wellbeing
Planetary Health



生命誌絵巻、「「私たち生きものの中の私」として生きるー生命誌の観点から」より

現代のルネッサンス
人と人、人と自然の分断を超えた

「すべての生きものの中の人間（生命）復興）」 

「私たち」：あらゆる生きものはたった 1 個の祖先細胞から38億年かけて進化してきた
ー中村佳子（生命誌研究者）



一石N鳥
（共進化/同時再生）

人も、社会も、経済も、環境も、文化も、
同時に再生する「一石N鳥」を目指す。

リジェネラティブ・クリエイティビティで目指すのは、

環境省「第六次環境基本計画」より
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Planetary health recognizes the health of the planet as a system.
Eric Marty



参考：東京建物 「Regenerative City Tokyo」
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●リジェネレーションとは、コストや制約ではなく、新しい市場・雇用・イノベーションを生む「成長ドライバー」

●「win-winではなく、win-win-win」 ３つ以上の多元的価値の共創を目指している

●人の楽しさや文化、社会の再生を入口に、生産と循環した創造、環境を再生成。

Regenerative Case Study



参考：メガソーラー問題と「逆・一石N鳥」
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・森林・自然破壊
・生物多様性減少
・土砂崩れの危険増
・農作物への悪影響
・お金の地域外流出
・地域の魅力減

逆・一石N鳥

・
・
・

東京ドーム約32個分（約146ヘクタール）の広大な森林を切り開く大規模な開発であり、
許可外の伐採や土砂災害への懸念から強い反対や行政指導が行われている。



参考：水戸ホーリーホック「GXプロジェクト/ソーラーシェアリング事業」

30

・耕作放棄地再生
・生物多様性増
・電気と野菜の地産地消
・お金・エネルギーの地域内循環
・教育・交流の場

一石N鳥

・
・
・

Jリーグ・サッカークラブ、
地元企業、専門企業

地域自治体、市民サポーターなど

「WE」による「新しい景色」

Regenerative Case Study



REGENERATIVE CREATIVITY 
Framework

３つの美意識
６つの原則



多様性をつなぐ

【いかしあう・つなぐ】 

多様性は創造性と持続可能性の源。
複雑な問題を解決し、「一石N鳥」を生み出
すには共創が不可欠である。

一見ネガティブに見えるのも含め、多様な
資源・資本が活かし合い、創発を通じて新
たな価値を生み出すような関係性をつく
る。森のように相互に活かし合う自律分散
的な関係性が持続可能性をもたらす。 

大切な美意識・マインドセット
唯一性・不完全性・自然の美
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「Permacuture Design Guide」より
HAGISOの資料より

山崎 繭加「花を聴く、相手を聴く」ワークショップ, UoC



ART FARM IKEJIRI
東京・池尻

ART FARM IKEJIRIは「都会で人と
自然がつながるサードプレイス」とい
う理念のもと、 屋上農園・アート・カ
フェ・学び・地域循環が融合した都
市型コミュニティファーム。

屋上という余白を活かした”都市の
里山”に見立て、畑を耕すだけでな
く、養蜂やコンポスト発電他、多様な
ワークショップやイベント、対話の場
として機能している。

ファーム内と館内、地域、地方の多
様な循環を生むと同時に、 気候変
動や生物多様性への意識を育む学
びの場としても、一石N鳥な場となる
ことを目指している。

【都市農園】

Regenerative Case Study

多様な人、生き物のスキル・資源を活かす都市の「里山」
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（参考） BIOTA 資料より

BIOTAの資料より

都市に必要な「微生物多様性」
空間を野生化させ生態系を拡張する「Re-Wilding」

生態系を拡張させるための「介入」
手つかずだと、一つの種類の木ばかりが増えて日照条件が悪くなり、下層の植物が育たなく
なることがある。そこに人が介入し、適度に間引いたり、系統的に多様な植物を植えること

でより多様な生態系が生まれ、土壌中の微生物多様性も高まる。



体験をデザインする

【みたてる・あそぶ・あらわれる】

正しさだけでなく、人間だけがもつ遊びや
楽しさ、物語性が共感を生む。

日本古来の「見立て」により、そこにあるも
のを別のものになぞらえたり、重ね合わせ
ることで新たな意味や物語を生み出す。

共感と参加を生むための「境界域」と「余
白」を大切に、主体的な創造性と創発を引
き出すツールや仕組み、体験をつくること
で持続可能な活動につなげる。

大切な美意識・レンズ
物語性・余白の美
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IKEBUKURO LIVING LOOP

VUILD枯山水に見る「見立て」



池袋リビングループ

池袋リビングループは、「まちなか
をリビングのように使いこなす」と
いう見立ての発想で、市民・企業・
行政・アーティストなど多様な主体
が協働し、公共空間再生の社会実
験プロジェクト。

グリーン大通りを中心に都市の余
白としての公共空間にマーケット、
アート、音楽、トークイベント、地域
食の屋台など、多様な活動が街路
空間に展開。

「暮らし・仕事・遊び・学び」をゆる
やかに循環させ、一石N鳥を生む
都市のライフループとして、2017年
から継続的に進化している。

【まちづくり】

Regenerative Case Study

柄の悪い公共空間→「まちなかリビング」に見立て



Coppen hill
Copenhagen, Denmark

廃棄物発電所という産業施設
を「都市の丘」に見立てた公共
レクリエーションセンターとして
再生。
設計のBIGが提唱する「ヘドニ
スティック・サステナビリティ
（快楽主義的持続可能性）」と
いう原則のもと、持続可能性を
という義務ではなく、多様な都
市生活の質の向上と喜びと結
びつけ、人工スキーゲレンデ、
ハイキングコース、クライミン
グウォールなどを設置し、楽し
い都市体験と融合。
屋上公園には300本の樹木を
含む約400種の植物が植えら
れ、地域の生物多様性を高
め、社会的喜びなど「一石N
鳥」を実現させている。

Regenerative Case Study

廃棄物発電所→「都市の丘」に見立て



循環性を設計する 

【めぐらせる】

直線的な生産・消費・廃棄モデルは資源
枯渇と環境負荷を生む。循環する仕組み
を設計することで、持続可能性と再生性を
担保できる。

できるだけ廃棄物と汚染を生まない再生
可能な資源を使い、なるべく小さな範囲で
人、モノ、エネルギー、知識、感情が循環
する仕組みや生態系を設計する。

大切な美意識・マインドセット
自然の美・時間の美
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Local Food Cycling, LFCコンポスト

Yuima Nakazato

WA, Akasaki & Vanhuyse

The butterfly diagram, Ellen  Macarthur Foundation



渥美フーズ「エコサークル」

渥美フーズの「エコサークル」は、
食品製造や販売を「消費の終点」
ではなく「循環の一部」と捉える全
体・長期視点から、お店で出る生
ゴミや地元食品メーカーの未利用
食材などを耕作放棄地を活用し
て、堆肥化するだけでなく、果樹、
野菜栽培、畜産を通じた自社製品
を開発、販売することで、都市と地
域をつなぎ、再生する生態系をつく
りだしている。

スーパー、取引先生産者、メー
カー、社員・地域住民・消費者など
多様なステークホルダーの協働に
より、自然・人・地域の循環を再生
するリジェネラティブな取り組み。

【流通・食】
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Regenerative Case Study

廃棄食材を飼料に循環を生み、
耕作放棄地を続々再生



これまで会ってきた、
GXやサステナビリティを実践する
すばらしい人々に共通すること



共通するのは、持続的な

「本気度/ヘンタイ性」



ゼミの募集開始中

Creativity 

はみだす 
 

間違える  
見方を変える  

手触り  

ワク ワク さ せる  

創造性 

楽し く する  自然の原理原則 

プラ ネタ リ ーバウンダリ ー 

Sustainability 

正し さ  

持続可能性 

面白く する  

生き る歓び 

循環性 多様性 

共感性 
 

粋 効率性より  

美意識を。  



近藤ヒデノリ

Hidenori.kondo@hakuhodo.co.jp

ご清聴ありがとうございました！

BE WILD！
「本気度/ヘンタイ性」で、

まちを粋に再生して行きましょう！
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